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は じ め に

沖縄が 日 本復帰 し た 1972 年か ら ， 不妊虫放飼法 に よ
るウ リ ミ パエ 根絶実験事業が久米島で実施さ れる こ と に
な り ， 大量増殖法や不妊化法の基礎研究が開始 さ れた。
こ の実験事業 は， 不妊虫放飼法の我が国 に お ける最初の
事例で あ り ， 南西諸島全域か ら の ウ リ ミ パエ根絶方法 を
確立するた め に 重要 な 意味 を 持 っ て い た 。

最初 に 久米島 に 生息するウ リ ミ パエ の個体数が推定 さ
れ， 発生 ピ ー ク 時 に 久米島 に 生息するウ リ ミ パエ の雄の
数は約 250 万頭 と 推定 さ れた (hô et al . ，  1 974) 。 ま た ， 大
量増殖技術 と 不妊化技術 も 確立 さ れた (NAKAMORI and 
KAKINOHANA， 1 980; TERUYA et al .， 1975) 0 不妊虫放飼 に先
立ち， 1 972 年1 2 月 か ら 雄の誘殺剤 を使 っ て ， 野生雄の密
度 抑圧防除 を実施し， 引 き 続 き ， 1 975 年 2 月 か ら 不妊虫
放飼 に 着手 し た 。 石垣島 の大量増殖施設か ら 那 覇 市 に 空
輸 さ れた ウ リ ミ パ エ の 婦は不妊化施設でガ ン マ 一線 を 照
射 し た 後， 久米 島 へ空輸 さ れた 。 久米島 で は 全 島 の 約
200 か所 に 配置 し た 放飼容器に踊 を 入 れ て ， 自 然 に 羽化
さ せ る放飼 方 法 が採 ら れ た 。 不妊虫 の 放飼効果 は ， ト
ラ ッ プ と 寄主果実の定期的な調査で評価 し た 。 ト ラ ッ プ
調査で は， 全域 に設置 し た モ ニ タ ー ト ラ ッ プで誘殺 さ れ
た雄成虫 の不妊虫 と 野生虫数 を調査 し ， 寄主植物調査で
は， 野生寄主植物や栽培寄主果実 を採集 し， ウ リ ミ パエ
の寄生の有無 を調査 し た 。

当初， 週 当 た り 約 100 万頭の不妊虫 を久米島全域 に放
飼 し た が， ウ リ 類の寄生果率 は あ ま り 減少 し な か っ た 。
こ の た め ， 1 975 年 9 月 以降は週 当 た り 200 万頭， 1 976 年

1 0 月 以 降 は 週 当 た り 400 万 頭 と 放飼 数 を 増 や し た 結
果， 1976 年 10 月 以降 ウ リ ミ パ エ の寄生 し た 果実 は 全 く
み ら れ な く な っ た 。 こ の寄生巣ゼ、 ロ の状態 は 1 年 (約 8 世
代) 以上継続 し ， 久米島の ウ リ ミ パエ は根絶 さ れた も の
と 判断 さ れ (IWAHASHI ， 1 977) ， 1978 年 9 月 ， 植物防疫法施
行規則 の改正 に よ っ て ， 久米鳥で生産 さ れ る ウ リ 類等 は
自 由 に 出荷で き るよ う に な っ た 。

1 沖縄県全域からのウリミパエ根絶へ向けて

久米島での 根絶成功 を踏 ま え て ， 県全域か ら ウ リ ミ パ
エ を 根 絶 す る 年 次 計 画 が 策 定 さ れ た (KAKINOHANA，

1 982) 。 沖縄県 は， 沖縄群島 (約 14 万 ha) ， 宮古群島 (約
2 万 ha) ， 八重山群島 (約 6 万 ha) の 3 地域か ら な り ，
最大の沖縄群島 では， 少な く と も 週 1 億頭以上 (久米島
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の約 25 倍) の不妊虫放飼 が必要で あ る と 考 え ら れ た 。
我々 に と っ て ， 週1 億頭以上の大量増殖や不妊虫放飼 は
未経験 の 領域 で あ り ， 技術的 に 数多 く の 未知 な 部分が
あ っ た 。

そ の た め ， こ の 年次計画 で は ， ま ず週 3 ， 000 万頭生産
規模 の飼育を行い， 最 も 小 さ い 宮古群島 で不妊虫放飼 を
実施 し， そ の過程で大量増殖か ら 不妊虫放飼 に い た る防
除 の あ ら ゆ る局 面で問題点 の チ ェ ッ ク と 技術改善 を 行
う 。 宮古群島 の 防除 と 並行 し て飼育設備 を増設 し ， 週1 億
頭以上の不妊虫生産 と 沖縄群島 で の 防除 に 着手す る。 最
後 に ， 台 湾 に 最 も 近 い八重山群島 の 防除 を 実施す る， と
い う も の で あ っ た 。 新大量増殖施設 は， 飼育 するウ リ ミ
パエ に 障害 を 与 え る こ と な く 飼育 作業 の ル ー チ ン化や機
械化 に よ っ て 生産効率 を 高 め る こ と ， 生産 さ れた 虫 の 品
質管理 に配慮す る こ と ， 施設か ら 飼育虫が逃亡 し な い こ
と ， 大量増殖 に よ っ て 生 じ る公害対策な ど に 特 に配慮し
て 建設 さ れ た 。 ま た ， 不妊化施設 は 安全性 に 特 に 配慮、
し， 日 本原子力研究所の指導 を 受 け な が ら 建設 さ れた。
施設建設 を 受 け て ， 1 984 年か ら 最初の根絶 目 標地域で あ
る宮古群島 防 除 へ 向 け た 大量増殖が 開 始 さ れ た 。 さ ら
に， 広範囲に 大量の不妊虫 を効率 よ く 放飼するた め ， 成
虫 を 冷却麻酔し た 状態で航空機か ら 放飼する冷却放飼法
が農林水産 航 空 協 会 と 共 同 で 開 発 さ れ た (志賀 ら ，
1 985 ;山 元 ， 1 985) 。

2 根絶事業の経過

宮古群島 : 宮古群島 で は 密度 抑圧防除 を 実施 し た 後，
1 984 年 8 月 か ら 週 当 た り 3 . 000 万 頭 の 不妊虫放飼 を 開
始 し た 。 放飼法 は， 宮古島 と 周 辺 の 島 で は 冷却放飼法，
遠隔地の 多 良 間 島 で は袋放飼法 (久場， 1980) が採用 さ
れた 。

不妊虫放飼開始後約1 年 を経過 し で も 防除効果 は期待
さ れた ほ ど 向上せ ず， 特 に 野菜栽培地域 を 中 心 に 野生虫
が多発 し た 。 こ の原因 は， 宮古群島 に放飼する不妊虫 の
羽化率が 70% 台 で， 放飼 ま での生存率 も 40�60% と 低
い こ と で あ っ た 。 こ の 障害 は， 機械飾い の 時期 を 帰化後
3 日 目 か ら 5�6 日 固 ま で遅 ら せ る こ と と ， 羽化箱内の形
状 を ， 羽化直後の成虫 の 展麹 と 餌の摂取が容易 に で き る
よ う に 改良 す る こ と で解決で き た 。 こ れ ら の改善 と 野生
虫の多発生地域， い わ ゆ るホ ッ ト ス ポ ッ ト (SH IGA， 1986) 
への不妊虫の追加放飼 に よ っ て ， 防除効果 は著 し く 向上
し， 寄主果実への寄生 は 1 986 年 11 月 以降， ト ラ ッ プ調
査で も 1987 年 2 月 以降野生虫 は ゼ ロ と な り ， 宮古群島で
の ウ リ ミ パエ根絶が達成 さ れた (前回ら， 1 988) 。
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沖縄群島:沖縄群島 に お け る ウ リ ミ パ エ 根絶防除 は
1986 年 5 月 か ら 開始 し た が， こ の時期 は 宮古群島 での根
絶防除が最終段階に 入 っ て お り ， 両地域での防除 を 同時
に推進 し な け れ ば な ら な か っ た 。 こ の た め ， 沖縄群島で
は 防除地域 を 中 南部， 北部， そ の 他離島 と 大 き く 区分
し， 順次防除地域 を拡大する戦術 を と っ た 。

不妊虫放飼 の初期には対象地域 に 均一放飼 し た が， 宮
古群島 と 同様， 防除の過程で ホ ッ ト ス ポ ッ ト が現れ て き
た 。 沖縄本島 の場合， 個体数推定 の結果か ら 野生虫は 中
南 部 に 多 く ， 特に南部で は 防除前か ら ホ ッ ト ス ポ ッ ト が
で き る可能性が予測 さ れた 。 こ の た め ， 南部 の ニ ガ ウ リ
栽培地域には不妊虫放飼開始の 5 か 月 後か ら 地上放飼，
さ ら に 1988 年 3 月 か ら 航空機 に よ る追加放飼 を 実施 し
た 。 ま た ， 中部の石油備蓄基地で は航空機に よ る不妊虫
放飼がで き ず， こ の地域 で繁殖 し た 野生虫が周 辺の地域
に 分散 し 多発 し た 。 そ の た め ， こ れ ら の地域 に 対 し で も
地上か ら の追加放飼 を 実施 し た 結果. 1989 年 12 月 以降
野生虫ゼ ロ と な り ， 沖縄群島全域での ウ リ ミ パエ根絶が
達成 さ れた (浮木， 垣花. 1991 ) 。

な お， 最後の根絶対象地域 で あ る八重山群島 に お げ る
ウ リ ミ パエ根絶事業 に つ い て は別項を参照 さ れた い。

お わ り に

沖縄県 に お け る ウ リ ミ パ エ 侵入 と 根絶 の 経過 を 図 ーl
に 示 し た 。 八重 山群島 に お け る ウ リ ミ パ エ 根絶 を 最後
に， 日 本国内全域か ら ウ リ ミ パ エ が根絶 さ れた が， 今後
の最重要課題は再侵入対策で あ る。 ウ リ ミ ノ fエ の根絶技

術 は ， 現在の と こ ろ 不妊虫放飼法以外 に は な く ， 侵入個
体が増加する前 に 発見 し て ， 不妊虫放飼で対応 し な け れ
ばな ら な い。 こ の た め に は， モ ニ タ ー ト ラ ッ プ調査を継
続的に 実施する こ と が必要で あ る。 ウ リ ミ パエ再侵入の
原因 と し て ， 飛来 に よ る場合 と 不法 に 寄生果実が持 ち 込
ま れる場合が考 え ら れる。 こ の対策 と し て ， 国境の八重
山群島や人的， 物的交流が盛 ん な地域で は ， 万一の再侵
入 に 備 え て ， 不妊虫放飼 を 継続 す る こ と が重要で あ る。
不妊虫放飼 を継続すると と に よ っ て ， 最初の ウ リ ミ パエ
発見以来 74 年ぶ り に 根絶が達成 さ れた こ と や ， 常 に 再侵
入の危険にさ ら さ れ て い る こ と な ど を 県民 に意識 さ せ る
効果 も 期待で き ， ま た ， 万ーの場合， 直 ち に防除 ・ 調査
体制 を強化 し ， 迅速 な現場対応 を す る と き に も 住民 の理
解が得やす く な るo

最後 に . 1972 年 (昭和 47) の ウ リ ミ パエ 根絶実験事業
の 開始以来， 今 日 ま で長 き に わ た っ て本事業に携わ っ て
き た 諸先 輩方 の ご苦労 に敬意を表する と と も に ， 多 大 な
ご指導， ご協力を い た だ い た 農林水産省 を は じ め 地元市
町村等関係機関 ・ 団体の 方 々 に 深 く 感謝 を 申 し上 げる。
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